
年間授業計画　新様式

中等教育学校 令和７年度（５学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 5 学年 AB 組 ・ CD 組

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

理科 物理
理科 物理 3

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現
象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。⑴自然の事物・現象についての理解を深め、
科学的に探究するために必要な観察、現象などに関する技能を身につけるようにする。⑵観察、実験などを行い、科学的に探究す
る力を養う。⑶自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

（　物理704 「総合物理1」　啓林館、　物理705 「総合物理2」　啓林館　）

知 思

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理に関する事物・現象について、基本的な概
念や原理･法則を理解し、知識を身につけ、科
学的に探究する技能を育成する。

自然界の事物・現象の中に問題を見出し、物
理的に探究する過程を通して、事象を科学
的・論理的に考察し、導き出した考えを的確
に表現する力を育成する。

自然の原理・法則や科学技術と私たちの生活
とのかかわりについて物理的な興味・関心を
持ち，意欲的に探究しようとするとともに，
科学的な見方や考え方を身に付ける。

1

態
配当
時数

１
学
期

■力と運動
【知識及び技能】
　運動量、非慣性系、力のモーメント、
円運動の概念を把握する。力と運動に関
する実験について計画・実行できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動量、非慣性系、力のモーメント、
円運動の概念を的確に把握し説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な力学現象を物理的に説明しよう
とする。

・指導事項
　力のモーメント、運動量、
円運動、非慣性系
・教材
　授業プリント，副教材(図録、セミ
ナー)
・一人１台端末の活用
　Formsを活用した小テスト，実験データ
のグラフ処理

【知識・技能】
　力と運動について、基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。簡単な状況で運動方程
式を立てることができる。
【思考・判断・表現】
　力と運動について、問題を見いだし見通しをもって
観察、実験などを行い、科学的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　力と運動に関して、実験や考察、議論に積極的に取
り組み、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 17

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

定期考査 ○ ○

17

■力と運動、熱
【知識及び技能】
　単振動概念を把握する。単振動の実験
について計画・実行できる。熱の概念を
把握する。熱の実験について計画・実行
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　単振動、熱の概念を的確に把握し説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な力学現象や熱現象を物理的に説
明しようとする。

・指導事項
　単振動、比熱·熱容量、気体の分子運動
論、熱力学第１法則
・教材
　授業プリント，副教材(図録、セミ
ナー)
・一人１台端末の活用
　Formsを活用した小テスト，実験データ
のグラフ処理

【知識・技能】
　力と運動および熱について、基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　力と運動および熱について、問題を見いだし見通し
をもって観察、実験などを行い、科学的に考察し表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　力と運動および熱に関して、実験や考察、議論に積
極的に取り組み、見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

○ ○

1定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

〇 21

■波動
【知識及び技能】
　波の性質、音、光について基本的な概
念を把握する。波動に関する実験につい
て計画・実行できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　波動現象をグラフや式を用いて考察し
たり表現したりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な波動現象を物理的に説明しよう
とする。

・指導事項
　波の性質、音、光
・教材
　授業プリント，副教材(図録、セミ
ナー)
・一人１台端末の活用
　Formsを活用した小テスト，実験データ
のグラフ処理

【知識・技能】
　波動現象について、基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　波動現象について、問題を見いだし見通しをもって
観察、実験などを行い、科学的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　波動現象に関して、実験や考察、議論に積極的に取
り組み、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

〇 〇

1

■電磁気
【知識及び技能】
　電場と電位、コンデンサーの概念を把
握する。
【思考力、判断力、表現力等】
　電磁気現象を図やグラフ、式を用いて
考察したり表現したりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な電磁気現象を物理的に説明しよ
うとする。

・指導事項
　電場と電位、コンデンサー
・教材
　授業プリント，副教材(図録、セミ
ナー)
・一人１台端末の活用
　Formsを活用した小テスト，インター
ネットを利用した調べ学習

【知識・技能】
　電磁気現象について、基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　電磁気現象について、問題を見いだし見通しをもっ
て観察、実験などを行い、科学的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　波動現象に関して、実験や考察、議論に積極的に取
り組み、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○
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